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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

山本太郎・教授 研究事業運営委員 結核研究所 

山本太郎・教授 エイズ・感染症対策技術専門員・選考委員 国際協力機構  青年海外協力隊事務局 

山本太郎・教授 館外研究員 国立民族学博物館 

山本太郎・教授 日本熱帯医学会常任理事（庶務担当） 日本熱帯医学会 

山本太郎・教授 客員研究員 東京大学医学教育国際協力センター 

山本太郎・教授 国際保健検討委員会委員 日本医師会 

山本太郎・教授 客員教授 大連医科大学 

山本太郎・教授 客員教授 福建医科大学 
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山本太郎・教授 武見フェロー選考委員 日本医師会 

山本太郎・教授 国際緊急援助隊感染症対策チーム公衆衛生部会部

会長 
国際協力機構 

山本太郎・教授 長崎県環境保健研究センター倫理審査委員会委員 長崎県環境保健研究センター 

和田崇之 
・准教授 

客員研究員 結核研究所 

和田崇之 
・准教授 

Board member Asian Society of Conservation Medicine 

和田崇之 
・准教授 

幹事 日本結核病学会 実験結核研究会 

伊東 啓・助教 客員研究員 バーゼル大学 

中野政之・助教 日本細菌学会九州支部会評議員 日本細菌学会 
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山本太郎・教授 日本学術振興会 代表 基盤（B）海外学術調査 
中国及びネパール高地における適応と肥満、

糖尿病とヒト腸内細菌多様性に関する研究 

山本太郎・教授 長崎大学 代表 大学高度化（グローバル連携支援経費） 
砂漠の遊牧民を対象とした、腸内細菌叢の多

様性解析とそれがヒトの疾患や認知に与え

る影響の研究 

和田崇之 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤（B） 
患者地理情報と病原体遺伝子情報を駆使し

た結核伝播経路追跡 

和田崇之 
・准教授 

日本学術振興会 代表 基盤（B）海外学術調査 
アジア・オセアニアにおける病原性抗酸菌の

浸淫度調査 

和田崇之 
・准教授 

日本学術振興会 分担 基盤（B） 
人為的撹乱が野生動物に及ぼす影響の総合

評価：そのメカニズムの解明に向けて 

和田崇之 
・准教授 

日本医療研究開発機構 分担 オミックス情報に基づく結核感染制御技術

の開発研究 

和田崇之 
・准教授 

感染症研究国際展開戦略プログラム 分担 ベトナムにおける感染症制御研究・開発プロ

ジェクト 

和田崇之 
・准教授 

長崎大学 代表 大学高度化（グローバル連携支援経費） 
ルワンダ共和国における小児医療の現況調

査および小児保健のためのグローバル疫学

連携 

伊東 啓・助教 （公財）ファイザーヘルスリサーチ振

興財団 
代表 HTLV-1 の蔓延リスク予測と最適な拡散防

止戦略の構築 

伊東 啓・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究 C 
動的ネットワークの汎用モデルの構築とそ

の一般理論 

伊東 啓・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 A 
エージェントモデルによる薬剤投与戦略の

構築－薬剤耐性菌の進化と拡散の防止 
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中野政之・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究Ｃ 
ピロリ菌VacAの宿主受容体を基盤とした病

原メカニズムの解析 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

和田崇之 
・准教授 

結核菌の型別法 2010.4.14 - 特開 2011-217703 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

山本太郎・教授 レジリエンスの諸相―人類史的視点からの

挑戦 
放送大学 

山本太郎・教授 感染症 新潟大学 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

山本太郎・教授 
和田崇之・准教授 

第 77 回日本公衆衛生学会総会・最優

秀ポスター賞 
日本公衆衛生学会 大学院生を筆頭著者とするポス

ター発表に関する受賞．大阪市に

おける社会経済的指標を用いた

結核状況の地域差に関する疫学

研究． 
 
○特筆すべき事項 
① 山本太郎 教授：ロヒンギャ難民医療支援活動（2018.1.17～1.23，バングラデシュ） 
② 山本太郎 教授：岩波書店発行【図書 第 805 号 2016 年 3 月】「人は独りでは生きて行けない－受け継ぐもの、

手 渡すもの」が公務員講座シリーズワークブック一般知能の問題に採用。 
③ 山本太郎 教授：長崎大学大学院熱帯医学・グローバルヘルス研究科主催【よくわかるＳＤＧｓ講座シリーズ】の

第一回講座（講師武見敬三先生）が開催され、モデレーターを担当。（2018.4.13 東京） 
④ 山本太郎 教授：「医師の山歩き５ 雪の上高地」（月刊「みすず no.616」みすず書房 所収）が数研出版発行

の問題集『力をつける現代文 ステップ 2.5』の問題文として採用。 
⑤ 山本太郎 教授：【第 28 回 感染研シンポジウム 明治 150 周年記念事業 ～感染症対策の歩みと現代の課題～】に

て「抗生物質の歴史と人類への影響」について講演。（2018.5.21 東京） 
⑥ 山本太郎 教授：東邦出版【自然栽培 Vol.15 】発刊（2018 年 6 月 1 日） 「―人類が生きるために知っておきた

い―善も悪もない「微生物」の世界。」寄稿。 
⑦ 山本太郎 教授：著書『抗生物質と人間―マイクロバイオームの危機』が世界思想社教学社『大学入試シリーズ』

の問題文として採用。 
⑧ 山本太郎 教授：著書『抗生物質と人間―マイクロバイオームの危機』が河合出版『2018 年度大学入試 小論文問

題集』の問題文として採用。 
⑨ 山本太郎 教授：長崎県立東高等学校スーパーグローバルハイスクール講演会にて「感染症と人間 共生について」

講演。（2018.6.21 長崎） 
⑩ 山本太郎 教授：著書『抗生物質と人間―マイクロバイオームの危機』が採用された 2018 年度大学入試問題が、学

研アソシエ『2018 年度 小論文問題集・分析集（国立大学編）』へ転載。 
⑪ 山本太郎 教授：【第 17 回 生殖バイオロジー東京シンポジウム】にて特別講演「抗生物質と人間」（2018.8.19 東

京） 
⑫ 山本太郎 教授：平成医新伝習所にて特別講演「感染症と文明―共生への道他」（2018.10.10 長崎） 
⑬ 山本太郎 教授：Congenial Dentists Club にて特別講演「抗生物質と人間 不在故の病気」（2018.10.18 東京） 
⑭ 和田崇之 准教授：H30 年度第１回県央・県南地域結核コホート検討会（長崎県）において，教育講演を行った 
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(2018.8.23, 長崎).「結核分子疫学調査の最新情報」 
⑮ 和田崇之 准教授：国際学会 “11th International Meeting of Asian Society of Conservation Medicine” において，学術論

文執筆を指導する Academic Writing Workshop にて講師を務めた (2018.10.30, Bali, Indonesia).「Knowledge and 
techniques to write scientific manuscripts」 

⑯ 和田崇之 准教授：第 3 回抗酸菌研究会において，世話人を務めた (2018.11.23-24，国立感染研). 
⑰ 和田崇之 准教授：Asian Society of Conservation Medicine が主催する国内獣医師向けセミナーにおいて、学術論文執

筆を指導する講師を務めた (2019.1.17, 東京).「科学論文を書くための知識とテクニック」 
 
 


